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7.1 sequentialモデルを超えて：Keras
Functional API
• Sequentialモデル：

ネットワークの入力と出力がそ
れぞれ１つだけであることを前
提として、層の線形スタックで
構成される。



マルチモーダル入力

• マルチモーダルしたタスクでは、様々な入力ソースからのデータを

マージし、様々な種類のニューラルネットワークを使って、各種の

データを処理する。

• 多入力例：古着の市場価格を予想するディープラニングモデルを思い浮かべ
てみる。

モデル入力：

1.メタデータだけ：one-hotエンコーディングを実行し、全結合ネッ
トワークを使って、価格を予測する。

2.テキストの説明だけ：リカレントニューラルネットワークか1次元畳
み込みニューラルネットワーク(CNN)を利用できる。
3.商品の写真だけ：２次元のCNNを利用できる。



多入力の例

• 1,2,3同時に使用するとき：

単純なアプローチ：３つのモデルを別々に訓練し、それらの予
測値の荷重平均を求めることである。

良い方法：利用可能なモーダル入力をすべて同時に参照できる
モデルを使って、データからより性能のよいモデルを同時に学習
することである。



多出力の例

•長編小説や短編小説のテキストがあるとする。

その小説がいつから執筆されたものであるかも予測したいと考
えている。

予測面：1.モデルはジャンル

2.モデルは執筆時期



• Kerasでsequentialモデルクラスだけを使用する
場合には不可能であるけれども、Kerasを使用
するためにもう1つ柔軟な方法がある。

Functional API



7.1.1 速習：Keras Functional API

•概念：テンソルを直接操作し、テンソルを受け取ってテンソル
を返す関数として層を使用する。



単純なSequentialモデルとFunctionalAPIを比較
する。



• Kerasは、input_tensorからoutput_tensorまでの間にあろ層をす
べて取得し、それらをグラフ形式のデータ構造、つまりモデル
にまとめる。

•無関係な入力と出力からモデルを構築した場合は、
RuntimeErrorになる。



多入力モデルの単純な例：質問応答モデル



7.1.2多入力モデル

•リスト7-1は、FunctionalAPIを
使って質問応答モデルを構築
する例を示している。

1)2つの独立した分岐を設定
し、テキスト入力と質問入力を
表現ベクトルとしてエンコード
する。

2)それらのベクトルを連結す
る。

3)連結された表現の後にソフ
トマックス分類器を追加する。



2つの入力を持つモデルをよく訓練する
方法

• APIは2つある。

1)モデル入力としてnumpy配列のリストを供給できるAPI

2)入力の名前をnumpy配列にマッピングするディクショナ
リを供給できるAPI。



7.1.3 多出力モデル

•例：

同一のユーザーによるソー
シャルメディアへの一連の投稿
を入力として、そのユーザーの
年齢、性別、所得といった複数
の属性を予測しようとするネッ
トワークが考えられる



モデルを訓練するにあたって、重要なこ
と
•ネットワークの様々なヘッドに対して異なる損失関数を指定で
きなければならないことである。

•様々な損失値をまとめる簡単な方法：損失値の総和を求めるこ
と

•損失値の貢献度がかなり不均衡である場合、モデルの表現は最
も大きな損失値を持つタスクを優先する形で最適化されること
になる。この問題をやり直すには、損失値に対して、最終的な
損失値にどれぐらい貢献するのかを表す重要度を割り当てる。


